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要 旨  

【 目 的 】 近 年 ， 伸 縮 性 テ ー プ は ス ポ ー ツ 現 場 な ど で 筋 損 傷 を 予 防 す る 目 的

で 用 い ら れ て い る ． し か し 伸 縮 性 テ ー プ が 筋 に 与 え る 影 響 に つ い て は ， 一

定 の 見 解 は 得 ら れ て い な い ． そ こ で 本 研 究 は ， 伸 縮 性 テ ー プ を 使 用 し ， 腓

腹 筋 内 側 頭 に 対 し て 運 動 負 荷 を 加 え ， そ の 後 の 筋 の 変 化 を 超 音 波 画 像 診 断

装 置 を 用 い て ， 筋 輝 度 ， 筋 厚 お よ び 筋 硬 度 を 指 標 に ， 伸 縮 性 テ ー プ が 腓 腹

筋 に 及 ぼ す 影 響 を 検 討 し た ．  

【 方 法 】 腓 腹 筋 に 対 し て ， 同 一 被 験 者 に 運 動 負 荷 を 与 え た ． 腓 腹 筋 に 伸 縮

性 テ ー プ を 貼 付 し な い 場 合 を 伸 縮 性 テ ー プ な し 群 ， 貼 付 し た 場 合 を 伸 縮 性

テ ー プ あ り 群 に 分 け て ， 利 き 脚 の 腓 腹 筋 内 側 頭 の 最 大 膨 隆 部 を 測 定 し た ．

超 音 波 画 像 診 断 装 置 の R e a l - T i m e  T i s s u e  E l a s t o g r a p h y 機 能 と

m e a s u r e 機 能 を 用 い て 筋 硬 度 と 筋 厚 を 測 定 し ， 画 像 解 析 ソ フ ト I m a g e  J

を 用 い て 筋 輝 度 を 分 析 し た ．  

【 結 果 】 伸 縮 性 テ ー プ な し 群 と あ り 群 の 筋 硬 度 ， 筋 厚 ， 筋 輝 度 に つ い て ，

筋 硬 度 は 実 施 前 と 実 施 直 後 に 有 意 差 が 認 め ら れ た が ， 実 施 前 と 実 施 3 0 分 後 ，

実 施 直 後 と 実 施 3 0 分 後 に は 有 意 差 は 認 め な か っ た ． 筋 厚 も 筋 硬 度 と 同 様 の

結 果 で あ っ た ． 筋 輝 度 に つ い て は ど の 群 間 に お い て も 有 意 差 を 認 め ず 同 様

の 結 果 と な っ た ． 伸 縮 性 テ ー プ な し 群 と あ り 群 の 腓 腹 筋 の 筋 硬 度 と 筋 厚 ，

筋 輝 度 の 変 化 率 の 比 較 に つ い て は ， 運 動 負 荷 実 施 前 と 実 施 直 後 ， 運 動 負 荷

実 施 前 と 実 施 3 0 分 後 ， 運 動 負 荷 実 施 直 後 と 実 施 3 0 分 後 の 筋 硬 度 と 筋 厚 ，

筋 輝 度 の 変 化 率 に 有 差 を 認 め な か っ た ．  

【 結 論 】 運 動 負 荷 後 の 筋 硬 度 ， 筋 厚 お よ び 筋 輝 度 を 指 標 と し ， 伸 縮 性 テ ー

プ が 若 年 男 性 の 腓 腹 筋 内 側 頭 に 及 ぼ す 影 響 を 検 証 し た ． そ の 結 果 ， 本 研 究

の 方 法 に お い て ， 伸 縮 性 テ ー プ の 有 無 は 腓 腹 筋 内 側 頭 に 対 し て 影 響 を 与 え

な い こ と が 示 唆 さ れ た ．  
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Ⅰ . は じ め に  

肉 離 れ は ス ポ ー ツ 活 動 で 頻 繁 に 発 生 す る 軟 部 組 織 損 傷 で ， ハ ム ス ト リ ン

グ ス が 最 も 多 く ， 次 い で 下 腿 三 頭 筋 が 多 い と さ れ て い る 1 . 2 ）． そ の 発 生 原

因 と し て 先 行 研 究 3 ） で は ， 筋 疲 労 の 蓄 積 で あ る と し て い る ． こ れ ら の 予 防

や 関 節 を 固 定 す る な ど の 目 的 で ， ス ポ ー ツ 現 場 で は 非 伸 縮 性 の テ ー ピ ン グ

や 伸 縮 性 テ ー プ が 用 い ら れ る よ う に な っ て き た ．  

 テ ー ピ ン グ は 身 体 各 部 に 粘 着 性 テ ー プ を 巻 き ， 運 動 器 官 の 保 護 や 補 強 を

行 う 技 術 で ， 大 き く 分 け て 非 伸 縮 性 テ ー プ と 伸 縮 性 テ ー プ に 分 け ら れ る 4 ）．

非 伸 縮 性 テ ー プ は 患 部 の 強 固 な 固 定 や 圧 迫 に 用 い ら れ ， 伸 縮 性 テ ー プ の 中

で も 生 地 の 強 い テ ー プ は 関 節 運 動 の 制 動 に 用 い ， 伸 縮 性 の 高 い テ ー プ は 長

時 間 に 及 ぶ 筋 運 動 の 際 に 用 い ら れ ， ス ポ ー ツ 現 場 で 日 常 的 に 使 わ れ る よ う

に な っ て き た ． し か し 伸 縮 性 テ ー プ を 貼 付 し ， 筋 に 運 動 負 荷 を か け て ， 実

験 的 に 作 成 し た 筋 疲 労 後 に 筋 力 低 下 の 程 度 を 検 証 し た 先 行 研 究 5 ） で は ， 伸

縮 性 テ ー プ の 影 響 は な か っ た と さ れ て い る ． 一 方 ， 等 速 性 運 動 の 筋 力 発 揮

に は 伸 縮 性 テ ー プ の 効 果 が あ っ た と す る 先 行 研 究 6 ） が あ り ， そ の 効 果 は 一

定 で は な い ．  

そ こ で 本 研 究 は ， 伸 縮 性 テ ー プ の 中 で も 伸 縮 性 の 高 い テ ー プ （ 以 下 ： 伸

縮 性 テ ー プ ） を 使 用 し ， 肉 離 れ の 好 発 部 位 で あ る 腓 腹 筋 内 側 頭 に 注 目 し て ，

伸 縮 性 テ ー プ な し 群 と あ り 群 の 運 動 負 荷 後 の 腓 腹 筋 内 側 頭 を 超 音 波 画 像 診

断 装 置 に て 測 定 し ， 筋 輝 度 ， 筋 厚 お よ び 筋 硬 度 を 指 標 と し ， 伸 縮 性 テ ー プ

が 腓 腹 筋 の 筋 輝 度 ， 筋 厚 お よ び 筋 硬 度 に 及 ぼ す 影 響 を 検 証 す る こ と を 目 的

と し た ．  

 

Ⅱ . 対 象  

研 究 対 象 は 若 年 男 性 9 名 （ 年 齢 2 1 ± 0 . 3 歳 ， 身 長 1 7 2 ± 4 . 4 ㎝ ， 体 重

6 1 ± 5 . 0 ㎏ ， B M I  2 0 . 6 ± 1 . 3 ㎏ / ㎡ ） と し ， 対 象 肢 は 利 き 脚 （ 右 9 脚 ）

と し た ． 対 象 者 の 除 外 基 準 は ， ① 神 経 根 お よ び 馬 尾 に 由 来 す る 下 肢 痛 を 有

す る も の ， ② 測 定 側 腓 腹 筋 に 肉 離 れ の 既 往 が あ る も の と し た ．  

本 研 究 は ヘ ル シ ン キ 宣 言 に 沿 っ た も の で あ り ， 対 象 者 に は 事 前 に 研 究 の

目 的 と 内 容 を 説 明 し ， 同 意 を 得 た 後 に 測 定 を 開 始 し た ． 研 究 の 実 施 に あ た

っ て は 宝 塚 医 療 大 学 研 究 倫 理 審 査 に て 承 認 （ 承 認 番 号 ： 2 2 0 3 2 8 1 ） を 得 た ．  
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Ⅲ . 研 究 方 法  

1 ． 実 施 方 法  

 運 動 負 荷 前 に は 被 験 者 に 対 し て ， ウ ォ ー ミ ン グ ア ッ プ の 目 的 で 腓 腹 筋 の

ス ト レ ッ チ を 指 示 し た ． ス ト レ ッ チ は バ リ ス テ ィ ッ ク ス ト レ ッ チ と し ， 測

定 側 の 下 肢 を 後 ろ に 引 い て ， 非 測 定 側 は 前 に 出 し た 状 態 で 測 定 側 の 踵 を 床

か ら 離 し て ， 床 に 付 け る 動 作 を 6 0 秒 間 繰 り 返 し 実 施 し た ．  

ウ ォ ー ミ ン グ ア ッ プ 後 ， 伸 縮 性 テ ー プ を 貼 付 す る 場 合 は ， 被 験 者 の 腓 腹

筋 内 側 頭 と 外 側 頭 に 2 本 の 伸 縮 性 テ ー プ を 貼 付 し ， 運 動 負 荷 を 実 施 さ せ た ．  

伸 縮 性 テ ー プ の 貼 付 方 法 は 被 験 者 を 腹 臥 位 に し て ， 足 関 節 を 底 屈 さ せ た

状 態 で ， 腓 腹 筋 の 停 止 部 か ら 起 始 部 に 貼 付 し た （ 図 1 ）． 貼 付 す る 際 の 伸 縮

性 テ ー プ の 伸 長 率 は 先 行 研 究 3 ） を 参 考 に 2 5 ％ に 設 定 し た ． 伸 長 率 の 再 現 性

を 高 め る た め に ， 腓 腹 筋 停 止 部 か ら 起 始 部 の 8 0 ％ の 位 置 で 伸 縮 性 テ ー プ を

カ ッ ト し て ， 停 止 部 か ら 起 始 部 に 向 か っ て 伸 縮 性 テ ー プ を 伸 長 し な が ら 貼

付 し た ． な お 伸 縮 性 テ ー プ は キ ネ シ オ ロ ジ ー テ ー プ （ キ ネ ロ ジ Ⓡ E X ， ニ ト

ム ズ 社 製 ） の 5 0 ㎜ 幅 を 使 用 し た ． 伸 縮 性 テ ー プ を 貼 付 し な い 場 合 も 同 様 の

運 動 負 荷 を ウ ォ ー ミ ン グ ア ッ プ 後 に 実 施 さ せ た ．  

運 動 負 荷 の 方 法 は 先 行 研 究 7 ） と 同 様 に ， 片 脚 立 位 で 踵 挙 げ 運 動 を 行 わ せ

た ． 踵 挙 げ 運 動 は 1 秒 に て 踵 部 が 最 高 位 に な る ま で 挙 上 さ せ ， 2 秒 か け て 踵

部 を 床 面 ま で 加 工 さ せ る 動 作 を 1 回 と し ， 2 0 回 を 1 セ ッ ト と し て ， 計 5 セ

ッ ト 実 施 し た ． な お セ ッ ト 間 の 休 息 は 3 0 秒 と し た ．  
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2 ． 測 定 部 位  

測 定 部 位 は 利 き 脚 の 腓 腹 筋 内 側 頭 の 最 大 膨 隆 部 と し ， 測 定 項 目 は 筋 硬 度 ，

筋 厚 ， 筋 輝 度 と し た ． 各 測 定 に あ た っ て は 超 音 波 画 像 の 描 出 に 慣 れ た 検 者 1

名 が 担 当 し ， 測 定 誤 差 を 考 慮 し 3 回 測 定 を 実 施 し 平 均 値 を 用 い た ． ま た ，

超 音 波 画 像 の 描 出 時 の ラ ン ド マ ー ク に つ い て は 図 2 に 示 す よ う に ， 関 心 領

域 は 上 方 境 界 が 皮 下 組 織 と 腓 腹 筋 の 境 界 部 ， 下 方 境 界 は 腓 腹 筋 と ヒ ラ メ 筋

の 境 界 部 と し た ．  

 

 

 

 

図 1  伸 縮 性 テ ー プ の 貼 付 方 法  

内 側 ： 踵 骨 隆 起 か ら 大 腿 骨 内 側 上 顆 に 向 か っ て 2 5 ％ の 伸 長

率 で 貼 付 し た ．  

外 側 ： 踵 骨 隆 起 か ら 大 腿 骨 外 側 上 顆 に 向 か っ て 2 5 ％ の 伸 長

率 で 貼 付 し た ．  
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3 ． 解 析 方 法  

超 音 波 画 像 診 断 装 置 （ N o b l u s ： 日 立 ア ロ カ メ デ ィ カ ル 社 製 ） と 周 波 数

5 M H z ～ 1 8  M H z  の L 6 4 プ ロ ー ブ を 使 用 し ， 硬 度 基 準 物 質 を 専 用 の ア タ ッ

チ メ ン ト を 用 い て プ ロ ー ブ に 取 り 付 け 実 施 し た ． 1 ） 筋 硬 度 は 超 音 波 画 像 診

断 装 置 の R e a l - T i m e  T i s s u e  E l a s t o g r a p h y （ 以 下 ： R T E ） 機 能 を 用 い

て ， 得 ら れ た R T E 画 像 を 硬 度 基 準 物 質 （ 富 士 フ イ ル ム ヘ ル ス ケ ア 社 製 ） と

対 象 筋 に 関 心 領 域 を 設 け ， 両 者 の 歪 み 比 か ら 算 出 さ れ る S t r a i n  R a t i o を

測 定 し た （ 図 3 ）． 2 ） 筋 厚 は 超 音 波 画 像 診 断 装 置 の m e a s u r e 機 能 を 用 い て

測 定 し た ． 3 ） 筋 輝 度 は B モ ー ド 画 像 を 使 用 し ， 前 述 し た ラ ン ド マ ー ク 内 に

関 心 領 域 を 設 定 し ， 画 像 解 析 ソ フ ト I m a g e  J （ 米 国 国 立 衛 生 研 究 所 ） を 用

い て 8 b i t  g r a y - s c a l e の ヒ ス ト グ ラ ム 分 析 に よ っ て ， 0 か ら 2 5 5 の 2 5 6

段 階 で 評 価 し た ．  

 

 

 

 

 

図 2  利 き 脚 の 腓 腹 筋 内 側 頭 最 大 膨 隆 部 （ 右 側 ）  
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4 . 統 計 学 的 解 析  

伸 縮 性 テ ー プ な し 群 と 伸 縮 性 テ ー プ あ り 群 の 運 動 負 荷 実 施 前 （ 以 下 ： 実

施 前 ）， 運 動 負 荷 実 施 直 後 （ 以 下 ： 実 施 直 後 ）， 運 動 負 荷 実 施 3 0 分 後 （ 以

下 ： 実 施 3 0 分 後 ） の 筋 硬 度 と 筋 厚 ， 筋 輝 度 の 群 間 比 較 は ， B o n f e r r o n i

法 に よ り ， 調 整 化 さ れ た 有 意 水 準 を 求 め ， 各 比 較 ペ ア の 有 意 検 定 結 果 の 確

率 値 に 対 し て 有 意 水 準 p ＜ 0 . 0 1 7 で 判 定 を 行 っ た ．  

伸 縮 性 テ ー プ の 有 無 に よ る 筋 の 変 化 を 確 認 す る た め に ， 荷 実 施 前 と 実 施

直 後 ， 実 施 前 と 実 施 3 0 分 後 ， 実 施 直 後 と 実 施 3 0 分 後 の 筋 硬 度 と 筋 厚 ， 筋

輝 度 の 変 化 率 を W i l c o x o n の 符 号 付 順 位 検 定 を 使 用 し ， 有 意 水 準 は 5 ％ 未

満 （ P ＜ 0 . 0 5 ） と し た ． 統 計 処 理 は S P S S  f o r  w i n d o w s  2 9 . 0 （ I B M 社

製 ） を 使 用 し た ．  

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3  腓 腹 筋 の 計 測  

右 ： B モ ー ド 画 像 （ 長 軸 像 ）  

左 ： R T E 画 像 （ 長 軸 像 ）： 赤 S o f t → 青 H a r d 

R e a l - T i m e  T i s s u e  E l a s t o g r a p h y機 能 を 用 い て 測 定  

S t r a i n  R a t i o は 硬 度 基 準 物 質 歪 み 値 / 腓 腹 筋 歪 み 値 で 算 出  



7 

 

Ⅳ . 結 果  

1 .  伸 縮 性 テ ー プ な し 群 の 筋 硬 度 ， 筋 厚 ， 筋 輝 度  

 伸 縮 性 テ ー プ な し 群 の 腓 腹 筋 の 実 施 前 と 実 施 直 後 ， 実 施 3 0 分 後 の 筋 硬 度

と 筋 厚 ， 筋 輝 度 の デ ー タ を 表 1 に 示 す ． 筋 硬 度 は 実 施 前 と 実 施 直 後 に 有 意

差 が 認 め ら た が ， 実 施 前 と 実 施 3 0 分 後 ， 実 施 直 後 と 実 施 3 0 分 後 に は 有 意

差 は 認 め な か っ た ． し か し ， 実 施 直 後 と 比 較 し て 実 施 3 0 分 後 の 筋 硬 度 に は

回 復 傾 向 が み ら れ た ． 筋 厚 も 筋 硬 度 と 同 様 に 実 施 前 と 実 施 直 後 に 有 意 差 が

認 め ら た が ， 実 施 前 と 実 施 3 0 分 後 ， 実 施 直 後 と 実 施 3 0 分 後 に は 有 意 差 は

認 め ら れ な か っ た ． 筋 厚 に お い て も 実 施 直 後 と 比 較 し て 実 施 3 0 分 後 は 回 復

傾 向 が 認 め ら れ た ． 筋 輝 度 に つ い て は ど の 群 間 に お い て も 有 意 差 を 認 め な

か っ た ．  

 

 

 

 

2 ． 伸 縮 性 テ ー プ あ り 群 の 筋 硬 度 ， 筋 厚 ， 筋 輝 度  

 伸 縮 性 テ ー プ あ り 群 の 腓 腹 筋 の 実 施 前 と 実 施 直 後 ， 実 施 3 0 分 後 の 筋 硬 度

と 筋 厚 ， 筋 輝 度 の デ ー タ を 表 2 に 示 す ． 筋 硬 度 は 実 施 前 と 実 施 直 後 に 有 意

差 が 認 め ら た が ， 実 施 前 と 実 施 3 0 分 後 ， 実 施 直 後 と 実 施 3 0 分 後 に は 有 意

差 は 認 め な か っ た ． し か し ， 実 施 直 後 と 比 較 し て 実 施 3 0 分 後 の 筋 硬 度 に は

回 復 傾 向 が み ら れ た ． 筋 厚 も 筋 硬 度 と 同 様 に 実 施 前 と 実 施 直 後 に 有 意 差 が

認 め ら た が ， 実 施 前 と 実 施 3 0 分 後 ， 実 施 直 後 と 実 施 3 0 分 後 に は 有 意 差 は

認 め ら れ な か っ た ． 筋 厚 に お い て も 実 施 直 後 と 比 較 し て 実 施 3 0 分 後 は 回 復

傾 向 が 認 め ら れ ， 伸 縮 性 テ ー プ な し 群 と 同 様 の 傾 向 を 示 し た ． 筋 輝 度 に つ

平 均 ± 標 準 誤 差  

伸 縮 性 テ ー プ な し 群 の 運 動 実 施 前 と 実 施 直 後 ， 実 施 3 0 分

後 の 筋 硬 度 と 筋 厚 ， 筋 輝 度 の 比 較 は ボ ン フ ェ ロ ー ニ 法 の 補

正 を 用 い た ． ＊ ： p ＜ 0 . 0 1 7  
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い て も 伸 縮 性 テ ー プ な し 群 と 同 様 に ど の 群 間 に お い て も 有 意 差 を 認 め な か

っ た ．  

  

 

 

3 ． 腓 腹 筋 の 筋 硬 度 と 筋 厚 ， 筋 輝 度 の 変 化 率 の 比 較  

 伸 縮 性 テ ー プ の 効 果 を 分 析 す る た め に ， 伸 縮 性 テ ー プ な し 群 と あ り 群 を

運 動 負 荷 実 施 前 と 実 施 直 後 ， 運 動 負 荷 実 施 前 と 実 施 3 0 分 後 ， 運 動 負 荷 直 後

と 実 施 3 0 分 後 の 筋 硬 度 と 筋 厚 ， 筋 輝 度 の 変 化 率 の デ ー タ を 表 3 に 示 す ．  

実 施 前 と 実 施 直 後 ， 実 施 前 と 実 施 3 0 分 後 ， 実 施 直 後 と 実 施 3 0 分 後 の 伸 縮

性 テ ー プ な し 群 と あ り 群 の 筋 硬 度 と 筋 厚 ， 筋 輝 度 の 変 化 率 と も に 有 差 を 認

め な か っ た ．  

 

平 均 ± 標 準 誤 差  

伸 縮 性 テ ー プ あ り 群 の 運 動 実 施 前 と 実 施 直 後 ， 実 施 3 0 分 後 の 筋 硬 度 と 筋

厚 ， 筋 輝 度 の 比 較 は ボ ン フ ェ ロ ー ニ 法 の 補 正 を 用 い た ． ＊ ： p ＜ 0 . 0 1 7  

平 均 ± 標 準 誤 差  

伸 縮 性 テ ー プ な し 群 と 伸 縮 性 テ ー プ あ り 群 を 運 動 実 施 前 と 実 施 直 後 ， 運 動 負 荷 実 施 前 と 実 施 3 0 分

後 ， 運 動 負 荷 実 施 直 後 と 実 施 3 0 分 後 の 筋 硬 度 と 筋 厚 ， 筋 輝 度 の 変 化 率 の 比 較 を W i l c o x o n の 符

号 付 順 位 検 定 を 使 用 し た ．（ n . s . ）  
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Ⅴ . 考 察    

伸 縮 性 テ ー プ な し 群 と あ り 群 の 両 群 と も に 運 動 負 荷 実 施 前 と 実 施 直 後 の

筋 硬 度 に 有 意 差 が 認 め ら れ た 理 由 と し て ， 筋 硬 度 が 上 昇 す る 要 因 と し て 動

脈 血 流 量 増 加 に 伴 う 容 積 変 化 8 ） や 浸 透 圧 上 昇 に 伴 う 筋 内 圧 上 昇 9 ） が あ げ ら

れ て お り ， 運 動 負 荷 に よ り 動 脈 血 流 量 が 増 加 し ， 筋 内 圧 も 上 昇 し た た め ，

運 動 負 荷 実 施 前 と 比 較 し て 実 施 後 は 筋 硬 度 が 硬 く な っ た と 考 え ら れ る ．   

筋 輝 度 に 有 意 差 が み ら れ な か っ た 理 由 と し て ， 筋 輝 度 は 損 傷 を 評 価 す る

際 に 用 い ら れ ， 先 行 研 究 1 0 ） に お い て 筋 損 傷 は ， 損 傷 し た 組 織 が 肉 芽 組 織 へ

と 変 化 す る 場 合 に 筋 輝 度 が 上 昇 す る と し て お り ， 本 実 験 で は 3 0 分 後 ま で し

か 測 定 し て い な い こ と と ， 筋 組 織 が 損 傷 す る ほ ど の 運 動 負 荷 で は な か っ た

可 能 性 が あ る た め ， 輝 度 の 上 昇 が み ら れ な か っ た と 考 え ら れ る ．  

次 に テ ー ピ ン グ の 有 無 に よ る 筋 へ の 影 響 を 比 較 す る た め に ， 運 動 負 荷 実

施 前 と 実 施 直 後 ， 実 施 前 と 実 施 3 0 分 後 ， 実 施 直 後 と 実 施 3 0 分 後 の 筋 硬 度

と 筋 厚 ， 筋 輝 度 の 変 化 率 に は 有 意 差 を 認 め な か っ た ． 伸 縮 性 テ ー プ の 効 果

を 検 討 し た 先 行 研 究 6 ） で は ， 伸 縮 性 テ ー プ の 有 無 は 疲 労 課 題 後 の 膝 伸 展 ピ

ー ク ト ル ク 体 重 比 に 影 響 は な く ， 両 群 共 に 疲 労 課 題 後 は 同 等 に 筋 力 の 低 下

が み ら れ た と 報 告 し て い る ． 本 研 究 に お い て も ， 伸 縮 性 テ ー プ の 有 無 に よ

っ て 筋 硬 度 と 筋 厚 ， 筋 輝 度 に 変 化 は み ら れ な か っ た た め ， 先 行 研 究 を 指 示

す る 結 果 に な っ た と 考 え ら れ る ．  

し か し ， 本 研 究 で は 比 較 的 活 動 性 の 高 い 若 年 男 性 の み で 運 動 負 荷 3 0 分 後

ま で し か 測 定 し て こ と と ， 筋 損 傷 す る ほ ど の 運 動 負 荷 で は な か っ た 可 能 性

が あ る た め ， 筋 硬 度 と 筋 厚 ， 筋 輝 度 に 影 響 が み ら れ な か っ た 可 能 性 も 考 え

ら れ る ． 今 後 は 性 別 や 運 動 量 な ど も 考 慮 し ， 詳 細 な 検 討 が 必 要 で あ る と 考

え ら れ る ．  

 

Ⅵ ． ま と め  

 本 研 究 で は 若 年 男 性 に お け る 腓 腹 筋 内 側 頭 の 最 大 膨 隆 部 に 対 し て ， 超 音

波 画 像 診 断 装 置 を 用 い て 筋 硬 度 ， 筋 厚 お よ び 筋 輝 度 を 指 標 と し ， 伸 縮 性 テ

ー プ が 腓 腹 筋 に 及 ぼ す 影 響 を 検 証 し た ． そ の 結 果 ， 本 研 究 の 方 法 に お い て

伸 縮 性 テ ー プ の 有 無 は 腓 腹 筋 内 側 頭 に 対 し て 影 響 を 与 え な い こ と が 示 唆 さ

れ た ．  

 

 利 益 相 反  

 本 論 文 に 関 連 し ， 開 示 す べ き 利 益 相 反 は な し ．  
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